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や す は ら ・ ふ み の り  ☆  1 9 4 4 年 1 0 月 、 今 治 市 常 盤 町 生 ま れ 。 1 9 2 2 年

創 業 の 染 料 ・ 工 業 薬 品 の 卸 業 者 の 長 男 と し て 誕 生 。今 治 市 立 美 須 賀 小 学 校 を

卒 業 し 、今 治 市 立 日 吉 中 学 校 に 入 学 。そ の 後 、愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 を へ

て 日 本 大 学 商 学 部 商 業 科 に 入 学 。1 9 6 7 年 に 帰 今 し て（ 株 ）安 原 商 店 に 入 社 、

川 之 江 営 業 所 に 配 属 と な る 。染 料 に 関 す る 知 識 を 独 学 で マ ス タ ー し 、ま た 製

造 現 場 や 取 引 先 な ど で 修 業 を 重 ね る こ と で 営 業 マ ン と し て 会 社 の 発 展 に 寄

与 。 3 5 歳 で 実 質 の 経 営 を 任 さ れ 、 そ れ 以 来 時 代 の 変 化 に 応 じ て 「 範 囲 の 経

済 」 を 活 か し な が ら 事 業 を 多 角 化 。 現 在 は 繊 維 用 ・ 製 紙 用 染 料 の 卸 ・ 加 工 ・

製 造 の み な ら ず 環 境 関 連 資 材 の 施 工 な ど 幅 広 く 事 業 を 展 開 す る 。  

 鮮 や か な 色 と り ど り の タ オ ル に 欠 か せ な い の が 染 料 で あ る 。

1 9 2 2 年 創 業 の（ 株 ）ヤ ス ハ ラ は 、染 料 の 卸 ・ 加 工 を は じ め と す

る 総 合 化 学 メ ー カ ー で あ り 、現 在 、３ 代 目 と し て 経 営 の 舵 取 り を

し て い る の が 今 回 の 「 タ オ ル び と 」 の 安 原 史 紀 氏 で あ る 。  

  社 内 に 色 を 調 合 す る ラ ボ（ 研 究 室 ）を 備 え 、ど ん な 色 の オ ー ダ

ー で も つ ね に 対 応 で き る 体 制 を 整 え て い る 。 同 社 の 「 C o l o r   

安 原 史 紀 氏  

 

M a t c h i n g（ 色 の 調 合・色 の 再 現

性 ）」の 技 術 は 卓 越 し て お り 、今

治 の 染 色 加 工 業 者 か ら 厚 い 信

頼 を 得 て い る 。  

 愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 が

2 0 1 8 年 か ら と り 組 ん で い る

「 I M A B A R I  C o l o r  S h ow 」 の

「 1 0 0 0 色 の 世 界 」 に も 技 術 提

供 す る な ど 、「色 」を 操 る 技 で 活

躍 の 場 を 広 げ て い る 。  
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1．  幼 少 ・ 青 年 時 代  

 

「跡 取 り長 男 」として刷 り込 まれた幼 少 時 代  

 

 安 原 史 紀 氏 は 、 1 9 4 4 年 1 0 月 1 3 日 に 今 治 市 常 盤 町 で 、 2 代 つ

づ く 染 料 メ ー カ ー の 長 男 と し て 生 ま れ た 。 現 在 「 い ま ば り 銀 座 」 通

り に あ る 「 テ キ ス タ イ ル ・ ウ ダ カ 」 が 立 地 し て い る 場 所 が 、 安 原 家

の 今 治 で の 出 発 点 で あ る 。 安 原 氏 は 、 姉 と 妹 に 挟 ま れ て 順 番 と し て

は 二 番 目 の 子 供 で あ っ た が 、 安 原 家 に と っ て 唯 一 の 男 の 子 だ っ た た

め 、「 跡 取 り 長 男 」 と し て の 期 待 は 生 ま れ た と き か ら 高 か っ た 。  

 安 原 氏 は 、 1 9 5 1 年 4 月 に 今 治 市 立 今 治 小 学 校 に 入 学 し 、 自 宅 が

引 っ 越 し た 関 係 で 途 中 か ら 今 治 市 立 美 須 賀 小 学 校 に 転 校 し た 。 そ の

後 、 今 治 市 立 日 吉 中 学 校 に 通 っ た 。 小 学 校 か ら 中 学 校 の 多 感 な 時 期

に 、 母 親 の マ サ エ 氏 か ら 「 跡 取 り 長 男 」 の 役 目 に つ い て 滔 々
と う と う

と 話

を 聞 か さ れ て い た た め 、幼 少 時 代 に も っ と も 印 象 に 残 っ て い る の は 、

い ま 振 り 返 っ て も 安 原 氏 に 込 め ら れ た 母 親 の 期 待 の 言 葉 で あ る 。  

 そ う し た な か で 、 子 供 ら し く 嬉 し か っ た 思 い 出 と し て 、 中 学 校 1

年 生 の と き に 新 品 の カ メ ラ を 買 っ て も ら っ た こ と で あ る 。 手 に 入 れ

た カ メ ラ は 、 当 時 流 行 し て い た マ ミ ヤ   製 の 3 5 ミ リ の カ メ ラ だ

っ た 。 あ ま り に も 興 奮 し て 、 記 念 す べ き 最 初 に 撮 影 す る 一 枚 を 一 週

間 か け て 考 え 、 い ろ い ろ ア イ デ ィ ア を 練 っ た 。  

迷 っ た 挙 句 に 安 原 氏 が 選 ん だ の は 、 蒼 社 川 の 土 手 に 天 日 干 し さ れ

た 色 と り ど り の タ オ ル だ っ た 。 1 9 5 0 年 代 の 今 治 で は 、 タ オ ル 製 造

が す で に 地 域 の 主 要 産 業 に 成 長 し て い た が 、 当 時 の 染 晒 加 工 は す べ

て 手 作 業 で お こ な わ れ 、 タ オ ル 用 原 糸 や 生 地 を 乾 燥 さ せ る 工 程 は 天

日 干 し に よ っ て お こ な わ れ た 。 川 の 土 手 に 天 日 干 し さ れ た 色 鮮 や か

な 綛 糸
か せ い と

や タ オ ル 生 地 は 今 治 の 名 物 で あ り 、そ の 光 景 は 多 く の 人 を

魅 了 し た 。 以 前 「 タ オ ル び と 」 で と り 上 げ た 木 下 ソ ー イ ン グ 会 長 の

木 下 正 男 氏 も そ の ひ と り で あ っ た（「 タ オ ル び と 」2 0 1 9 年 ４ 月 号 〜

7 月 号 参 照 ）。  

LOOKS
ノート注釈
マミヤ（マミヤ光機製作所）は、発明家でカメラ設計者の間宮精一が東京市本郷区（現在の東京都文京区）において1940年に創業したカメラのメーカー。1953年には東京証券取引所に上場するほどに規模が拡大。1992年に釣具メーカーのオリムピックと合併し、現在はマミヤ ・オーピー（株）となっている。マミヤは、独創的なバックフォーカシング方式・距離計連動のスプリングカメラの 「マミヤ６」で有名なメーカーであった。
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 安 原 氏 は 、 蒼 社 川 沿 い に 本 社 を 構 え る 東 洋 繊 維 協 同 組 合 の 目 の 前

の 土 手 に 自 慢 の カ メ ラ を 持 っ て 撮 影 に 出 か け た 。 ち ょ う ど そ の 場 所

が 綛 糸 の 干 し 場 に な っ て い た か ら で あ る 。 残 念 な が ら 、 当 時 撮 影 し

た 写 真 も ネ ガ も 残 っ て い な い が 、 少 年 時 代 の 思 い 出 と し て 唯 一 鮮 明

に 覚 え て い る 楽 し い 出 来 事 で あ っ た 。  

 

        

       （ 参 考 ） 蒼 社 川 の 川 縁 で 天 日 干 し さ れ た 綛 糸 （ 1 9 6 6 年 4 月 撮 影 ）  

 

 カ メ ラ に 熱 中 し た 中 学 時 代 を へ て 、 1 9 6 0 年 ４ 月 に 愛 媛 県 立 今 治

西 高 等 学 校 に 入 学 し 、 高 校 ま で の 1 8 年 間 を 今 治 で 過 ご し た 。 高 校

卒 業 を 機 に 、「 将 来 は 跡 取 り の 身 だ か ら 、好 き な こ と を や ろ う 」と 東

京 行 き を 決 め た 安 原 氏 は 、1 9 6 3 年 4 月 に 日 本 大 学 商 学 部 商 業 学 科

に 入 学 し た 。 花 の 都 ・ 東 京 に 上 京 し た 安 原 氏 は 、 日 本 大 学 商 学 部 の

キ ャ ン パ ス が あ る 世 田 谷 区 祖 師 谷 の 周 辺 で は な く 、 そ こ か ら 電 車 で

約 1 時 間 弱 ほ ど 離 れ て い る 渋 谷 区 恵 比 寿 を 生 活 の 拠 点 に 選 ん だ 。  

 恵 比 寿 は 六 本 木 や 赤 坂 に も 近 く 、 東 京 の 中 心 部 に あ る 。 恵 比 寿 と

言 え ば 、「 エ ビ ス ビ ー ル 」に そ の 名 前 の 由 来 が あ る 。1 8 8 7 年 に（ 有 ）

日 本 麦 酒 醸 造 会 社   （ 現 在 の サ ッ ポ ロ ビ ー ル ） が 設 立 さ れ 、 同 社

の 工 場 が 建 設 さ れ た 。そ の 工 場 で 1 8 9 0 年 に 生 産 ・ 販 売 さ れ た の が

「 エ ビ ス ビ ー ル 」 で あ る 。 エ ビ ス ビ ー ル は 好 評 を 博 し 、 1 9 0 1 年 に

は 工 場 の 貨 物 駅 が 「 恵 比 寿 停 車 場 」 と 名 付 け ら れ た 。 そ れ 以 降 、 周

LOOKS
ノート注釈
1887年に恵比寿に設立されたビールのメーカー。現在のサッポロビール（株）。
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辺 の 地 域 も 恵 比 寿 と 名 付 け ら れ 発 展 し て い っ た 。 そ し て 、 い ま で も

洒 落 た レ ス ト ラ ン や カ フ ェ 、 ホ テ ル な ど が 建 ち 並 ぶ 流 行 発 信 地 の ひ

と つ で あ り 、 老 若 男 女 問 わ ず 人 気 の エ リ ア で あ る 。  

 い ま で こ そ 白 状 す る が 、 安 原 氏 の 頭 の な か は 「 上 京 ＝ 自 由 」 で あ

り 、「 何 を し て 遊 ぼ う 」を 優 先 に 住 む と こ ろ を 選 ん だ 。幼 少 の 頃 よ り

「 跡 取 り 長 男 」 と し て 教 育 を 受 け て き た 重 圧 か ら の 解 放 も あ り 、 自

分 探 し の 旅 で も あ り 、複 雑 な 気 持 ち を 抱 え て い た も の の 、安 原 氏 は 、

有 言 実 行 と 言 わ ん ば か り に 、 恵 比 寿 を 拠 点 と し て 「 好 き な こ と 」 に

没 頭 し た 。  

と く に 熱 を 上 げ た の は ビ リ ヤ ー ド で あ る 。 ビ リ ヤ ー ド に は い く つ

か の 種 類 が あ る が 、 安 原 氏 は 三 つ 玉 を 得 意 と し た 。 セ ン ス の 良 さ が

発 揮 さ れ 、 い っ と き は プ ロ を 目 指 そ う と お も っ た ほ ど の 腕 前 で あ っ

た 。 パ チ ン コ に も 興 味 を 持 っ て 集 中 的 に 店 に 通 っ た り 、 ア ル バ イ ト

を し た り し た が 、 こ ち ら は あ る タ イ ミ ン グ で ピ タ リ と 止 め た 。  

 ビ リ ヤ ー ド や パ チ ン コ が 若 者 に 人 気 の 娯 楽 と な っ た 1 9 6 0 年 代 の

日 本 は 、 高 度 経 済 成 長 期 に あ り 、 人 び と の 所 得 水 準 の 上 昇 と と も に

レ ジ ャ ー の 大 衆 化 が 進 ん だ 。 さ ら に 、 1 9 6 0 年 代 後 半 に な る と 首 都

圏 を 中 心 に 道 路 交 通 網 な ど の イ ン フ ラ   が 急 ピ ッ チ で 整 備 さ れ

た 。 そ の お も な 要 因 は 、 1 9 6 4 年 に 東 京 で 開 催 さ れ た 東 京 オ リ ン ピ

ッ ク で あ る 。  

 安 原 氏 は 、 変 わ り ゆ く 東 京 の 風 景 を 目 の 当 た り に し て 、 ま た そ の

ラ イ ブ 感 を 共 有 で き た こ と は 貴 重 な 経 験 だ っ た 言 う 。 新 宿 駅 や 池 袋

駅 に 行 く た び に 、 新 し い ビ ル が 次 か ら 次 へ と 建 設 さ れ 、 首 都 高 速 の

開 通 で 高 架 形 式 の 道 路 が 頭 上 に 縦 横 無 尽 に 建 設 さ れ 、 日 に 日 に す っ

か り 景 観 を 変 え て い っ た 様 子 は 圧 巻 だ っ た 。 戦 後 復 興 を へ て 、 日 本

全 体 が 活 力 に 溢 れ て い た 時 代 で あ る 。  

 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 開 催 前 後 の 東 京 と 同 じ よ う に 、 安 原 氏 が 2 0 代

に 日 本 の 躍 動 感 を 直 に 感 じ る こ と が で き た 場 所 が 他 に も う ひ と つ あ

る 。そ れ は 大 阪 で あ る 。安 原 氏 が 帰 郷 後 に（ 株 ）ヤ ス ハ ラ に 入 社 し 、

研 修 に 訪 れ た 大 阪 で は 大 阪 万 博 が 開 催 予 定 で あ り 、 日 に 日 に 変 わ っ

LOOKS
ノート注釈
インフラストラクチャー（英語：infrastructure）の略語。一般には、産業基盤、生活基盤を形成する構造物の総称として使われる。たとえば、道路や鉄道、ダム、学校、病院などである。
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て い く エ ネ ル ギ ッ シ ュ な 大 阪 の 街 を 見 な が ら 、 そ の パ ワ ー を 肌 で 感

じ た 。 い ま 振 り 返 る と 、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク と 大 阪 万 博 を と お し て 日

本 が も っ と も 元 気 だ っ た 時 代 を そ の 場 で 体 験 で き た こ と は 、 人 生 に

お い て プ ラ ス と な っ た 。  

 

 

  

 

 

「ヨーロッパ行 き」の言 葉 に乗 せられて帰 郷  

 

 1 9 6 7 年 ３ 月 に 日 本 大 学 商 学 部 を 卒 業 後 、 今 治 に 帰 る 気 は さ ら さ

ら な く 、小 さ な 抵 抗 と し て ２ 年 ほ ど 東 京 で 働 い た 。「 や っ ぱ り 都 会 は

自 分 に と っ て 魅 力 だ っ た ん で す ね 。 田 舎 に は な い も の が た く さ ん あ

っ て 、 働 い た ら 働 い た だ け の 対 価 が き ち ん と 返 っ て き ま す し 、 遊 び

も で き ま す し ね 。楽 し か っ た で す よ 」と 、安 原 氏 は 当 時 を 振 り 返 る 。  

し か し 、 父 親 の 一 言 で 転 機 が 訪 れ る 。 父 親 か ら 「 ヨ ー ロ ッ パ に 行

か せ て や る 」 と 言 わ れ 、 安 原 氏 は 今 治 に 帰 郷 す る こ と に な っ た 。 洋

行 へ の 憧 れ は 少 年 の 頃 か ら あ っ た 。 き っ か け は 、 安 原 商 店 の 取 引 先

で 懇 意 に し て い た 東 洋 繊 維 協 同 組 合 代 表 の 田 中 良 太 氏 か ら し ば し ば

1 9 6 4 年 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 大 会 閉 会 式 （ 左 ）  

（ 出 典 ：「 朝 日 新 聞 」 1 9 6 4 年 1 0 月 2 5 日 朝 刊 1 面 ）  

1 9 7 0 年 大 阪 万 博 開 会 式 （ 右 ）  

（ 写 真 提 供 ： 万 博 記 念 公 園 h t t p s : / / w w w . e x p o 7 0 - p a r k . j p / ）  

 

https://www.expo70-park.jp/
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洋 行 話 を 聞 く た び に 、 そ し て 洋 行 土 産 を も ら う た び に 、 い つ の 日 か

憧 れ を 抱 く よ う に な っ て い た（ 田 中 良 太 氏 に つ い て は「 タ オ ル び と 」

2 0 1 6 年 １ ２ 月 〜 2 0 1 7 年 ３ 月 を 参 照 ）。  

 そ の 「 ヨ ー ロ ッ パ 行 き 」 は 、 実 は 安 原 氏 を 実 家 に 戻 す た め の 口 実

だ っ た こ と を 帰 郷 後 に 知 っ た 安 原 氏 で あ っ た が 、「 時 は す で に お そ し 」

で あ り 、 家 業 を 継 ぐ た め に 安 原 商 店 に 入 社 し た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

                         

 


